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田ブブランドドを 信！
総合ブランディングで
　　大石田ブランドを発信！

春
か
ら
始
め
る
プ
ラ
ン
タ
ー
菜
園
、

と
い
う
こ
と
で
去
年
も
こ
の
時
期
に
ス

タ
ー
ト
し
て
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
に
終

わ
っ
た
野
菜
作
り
に
今
年
も
挑
戦
で
す
。

去
年
失
敗
し
た
野
菜
は
候
補
か
ら
除
外

す
る
こ
と
に
し
て
、
初
心
者
向
き
な
の

は
ト
マ
ト
と
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
。
バ
ジ
ル

や
ハ
ツ
カ
ダ
イ
コ
ン
は
ほ
と
ん
ど
発
芽

す
ら
し
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

つ
で
あ
れ
ば
苗
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
な
の

で
、
す
で
に
第

関
門
ク
リ
ア
で
す
。

つ
ず
つ
苗
を
買
い
、
そ
れ
ぞ
れ
野

菜
用
と
ハ
ー
ブ
用
の
土
を
入
れ
て
鉢
に

植
え
替
え
ま
し
た
。
水
や
り
は
ど
ち
ら

も
土
を
感
乾
燥
気
味
に
し
て
お
く
と
良

い
ら
し
い
の
で
、
あ
と
は
ト
マ
ト
の
ほ

う
に
は
追
肥
が
必
要
だ
っ
た
り
、
支
柱

を
立
て
る
必
要
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、

な
ん
と
な
く
今
年
は
う
ま
く
収
穫
で
き

そ
う
な
気
が
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

良
い
報
告
が
出
来
る
と
い
い
な
ぁ
（
毎

度
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
あ
と
報
告
が

な
い
場
合
は
、
今
年
も
ダ
メ
だ
っ
た
の

ね
と
察
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
）。

（
あ
）

生活習慣病における疾病のうち、大石田町では、高血圧性疾患に関わる医療費が最も多く
なっています。健やかで心豊かに暮らせる町づくりを目指して、みなさん一人ひとりが高
血圧予防に取り組むことができるよう、高血圧に関するお話をシリーズでお知らせします。

今回はエネルギー過多と高血圧の関係についてお知らせします。

朝日を浴びると体内時計のスイッチが入り、朝ごはんを食べると 日のスタートに合わせて体
内時計がリセットされます。すると一気に体温が上がり脂肪燃焼モードになります。

おやつを食べたいときは いつ食べるか で脂肪への変わりやすさが違います。
日のうちで午後 時 時は最も代謝がよく脂肪に変わりにくい時間帯です。適
量を守ってこの時間帯に楽しみましょう。

夜ごはんが午後 時を過ぎる場合は夕方におにぎりなど補食をとっておきましょう。空腹によ
る夜ごはんのドカ食いを防ぐことができます。
夜遅い時間帯に食べるときは、食物繊維を一緒にとることで血糖値の上昇が緩やかになり、体
脂肪の合成を抑えられます。野菜類や海藻類、豆やきのこを食事に加えましょう。

血圧は体重の増加とともに上昇し、体重が減ると低下することが
わかっています。また、過食による肥満の場合、食事量の調整によ
り塩分の摂取量も減少するため、さらに血圧の低下が期待できます。





大大演演習習でで行行わわれれたた出出場場隊隊員員のの規規律律訓訓練練大演習で行われた出場隊員の規律訓練

消
防
大
演
習
の
最
後
に
、
ク
ロ
ス
カ

ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

桂
桜
会
館

に
て
、

消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
へ
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
、
私
た
ち
町
民
の
生
命
や

財
産
を
守
る
た
め
に
、
訓
練
や
活
動
に

尽
力
し
て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

月 日（土）に大石田町消防団春季消防大演習が大石田中学校駐車場などを会場に行われました。
今年は町消防団員や尾花沢市消防本部の職員など約 名のほか、消防ポンプ自動車 台、消防軽積
載車 台、小型動力ポンプ 台が参加しました。大石田中学校駐車場では、機械器具点検や消防団員に
よる小隊訓練、中隊訓練などの訓練礼式の点検などが行われ、各隊員は統率の取れた動きで士気の高さ
と日ごろの訓練の成果を披露しました。
その後、分列行進では大石田保育園の園児が 火の用心 のかけ声で先頭を歩き、各隊が南通地区を
大石田駅前まで行進しました。南通地区では愛宕町地区、佐田町地区、南通地区自主防災会による放水
訓練も行われ、演習の最後には役場前駐車場で消防団による一斉放水も行われました。団員らは演習を
通じて町民の防災意識の向上を図っていました。
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大石田町消防団が、 月 日（日）に秋田市
の雄物川河川敷で開催される 第 回東北水
防技術競技大会 に山形県代表として出場し
ます。
競技は堤防法面の崩壊と水の浸透を防ぐ
シート張工 、土のうを積み上げて堤防の
決壊を防ぐ 月の輪工 の 種目で早さと正
確性を競います。大会に出場する選手は、上
位入賞を目指して夜間の練習を続けています。
みなさんの応援をよろしくお願いします。

堤
防
か
ら
住
宅
地
側
へ
の
漏
水

を
抑
え
る
た
め
の
工
法
で
、

袋

の
土
の
う
を
半
円
状
に
約

個
積
み
上
げ
ま
す
。

堤
防
が
崩
れ
始
め
た
と
き
に
行

う
工
法
で
、
特
殊
な
結
び
方
で

ロ
ー
プ
を
結
び
シ
ー
ト
を
し
っ
か

り
固
定
し
ま
す
。



銀
座
カ
フ
ェ
ー
パ
ウ
リ
ス
タ
の
協

整
備
を
進
め
て
い
る

大
石
田
駅
前

賑
わ
い
拠
点
施
設

力
を
得
て
開
発
中
の
そ
ば

来
迎

寺
在
来

と
ブ
ラ
ジ
ル
コ
ー
ヒ
ー

の
ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー

山形県内陸部を縦貫する東北中央自動車道は、山形空
港や一般国道と接続し、広域的な交流・物流を促進する
もので、地域の産業・経済・文化の発展に必要不可欠な
道路です。また救急医療機関等を直結するために不可欠
な要素であり、地域の生活安定と振興にとって欠かせな
いものです。
尾花沢インターチェンジ 大石田村山インターチェン

ジ間が平成 年度に開通の見込みですが、大石田町の玄
関口である一般県道大石田土生田線と連結する大石田村
山インターチェンジの完全早期完成と、東根インター
チェンジまでの本線の早期完成について要望します。

主要地方道大石田畑線は国道 号に連結し、東北中
央自動車道や国道 号及び一般県道尾花沢大石田線にア
クセスする重要な路線です。平成 年度には、国道
号から 東町跨線橋を通り都市計画道路大石田駅本町
線までの区間で整備完了していますが、要望区間が未整
備のためネットワークを形成していない状況にあります。
本区間は高速交通ネットワークへのアクセス向上と地域
の産業、経済、文化の発展及び観光の推進に不可欠な道
路ですので、早期整備着手について要望します。

大石田町では、平成 年 月に 大石田町まち・ひと・
しごと創生総合戦略 を策定し、人口減少に歯止めをか
けるべく事業に取り組んでおります。しかし、平成 年
度の 地方創生推進交付金 は、事業費の 分の が交
付対象であり、支援内容も後退したものとなっています。
町では財政の健全化に努めていますが、今後本格的に

様々な事業を展開するには厳しい財政状況にあります。
地方創生に向けて各自治体の実情に応じた柔軟かつ多様
な支援、継続的な支援を要望します。

町の表玄関口にあたる今宿・新町地区は流雪溝が未整
備のため除排雪に苦慮しており、また、捨て場のない雪
が道路や歩道に大量に堆積するため、道路交通を阻害す
る大きな要因となっています。平成 年度には、東北中
央自動車道の尾花沢インターチェンジから大石田村山イ
ンターチェンジまで開通が予定されており、交通量の増
加が想定され、冬期間の円滑な交通の確保は、さらに重
要性が高まります。取水量確保の支援及び流雪溝面的整
備の早期着手について強く要望します。
小菅地区は、用水の確保が困難なため流雪溝が未整備

であり、地区民は除排雪に苦慮しています。県道及び町
道流雪溝整備に必要な取水量確保の支援及び流雪溝面的
整備の早期着手について強く要望します。
鷹巣地区の流雪溝面的整備がまだ未完成であるため、

地区民は利用することができず、除排雪に大変苦慮して
います。鷹巣地区流雪溝面的整備事業の早期完成につい
て強く要望します。



会 計 予算現額 収入済額 収入割合（％） 支出済額 支出割合（％）

区 分 数 量 会 計 金 額 構成比（％）

内

訳

（単位 千円）

内

訳

会 計 金 額 構成比（％）区 分 数 量

会 計 予算現額 収入済額 収入割合（％） 支出済額 支出割合（％）

数値は、土地と建物は平成 年 月 日現在（土地と建物は速報値）のものです。最終的な決算額は、出
納整理期間（決算処理を整理するための期間）を経て、決算書により確定することになります。
単位未満の数値は、四捨五入により端数処理しています。

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

次年子簡易水道特別会計

学 校 給 食 事 業 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

土 地

建 物

有 価 証 券

出 資 に よ る 権 利

債 権

基 金

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

土地開発基金（現金）

そ の 他 の 基 金

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

一 般 会 計

次 年 子 簡 易 水 道
特 別 会 計

農業集落排水事業
特 別 会 計

一 時 借 入 金

合 計

駒籠地区では県道に流雪溝が整備されていますが、最上川からの取水量の確保が不十分であり、家屋密集地に
おける町道では流雪溝が未整備であるため、除排雪に苦慮しています。県道及び町道流雪溝整備に必要な取水量
の確保に向けて要望します。

市街地でも を超える積雪を記録する豪雪地帯である当町では、冬期間の町民の生活と、経済活動を守るた
めの交通の確保に非常に苦慮しています。国土交通省直轄の消流雪用水導入事業の新規採択は今後行われないこ
ととなり、さらに住民の冬期間の安全確保が遠のいてしまいました。流雪溝整備においては、市街地を流れる中
小河川に消流雪用水を供給するために、一級河川最上川からの取水による安定した水源の確保が最も重要ですの
で、国管理河川における水利使用の条件緩和を要望します。

大石田町は、豪雪地帯であることに加え丘陵地帯が多く、融雪期や豪雨時には土砂災害が度々発生し、土木施
設への被害のほか、人命にも危険を及ぼしています。
大浦地区は再三にわたり土石流や法面崩落が発生し、時には通勤や農作業に大きな影響を及ぼしています。土

砂災害を未然に防止するため、山腹崩壊危険地区の監視を重点的に行うよう要望します。

横山第一地区は農地整備から 年が経過しており、用排水路の不同沈下、老朽化により施設の維持管理に大変
苦慮しています。平成 年度の事業期間で行っている用排水路・暗渠排水工の整備、農地利用集積などの事
業進捗率は、平成 年度時点で約 ％であり、事業期間内に完了するのか担い手農家が懸念を抱いています。こ
れまで進まなかった農地集積及び集約を促進していくため、引続き農業農村整備の事業推進について要望します。

地域医療を取り巻く状況は医師の地域偏在に加え、看護師や助産師の確保も厳しい状況が続いていることなど
により、一層厳しさを増しています。県立病院のない北村山地域において、住民が安心して住み続けるため重要
な役割を果たす北村山公立病院に対する財政面の支援を要望します。

主要幹線となっている県道の改良・整備を要望します。

路 線 名
主要地方道大石田畑線
主要地方道大石田畑線

主要地方道新庄次年子村山線
一般県道大石田名木沢線
一般県道村山大石田線
主要地方道大石田畑線
主要地方道大石田畑線
一般県道尾花沢大石田線

事 業 箇 所
豊田地内
大浦地内
次年子地内
鷹巣地内
小菅地内
豊田地内
大浦地内
本町地内

事 業 内 容
道路改良
視距改良
道路改良
防雪柵整備
防雪柵整備
流雪溝整備
流雪溝整備
交差点改良

集中豪雨による内水の洪水・氾濫等により、家屋に甚大な被害が発生する恐れがあり、内水処理事業の促進が
緊急不可欠です。特に、横山第二排水樋管（通称 金川）は、横山地区の内水が集中し、一気に増水する箇所で
あるため、排水ポンプ車の増強を要望します。



成 年度町政懇話会が、 月 日（金）に役
場大会議室で開催され、町議会議員や各地

区の区長、農業委員会委員など約 名が参加して、
今年度の町政について話し合いました。懇話会で
は、庄司町長が おととし策定した大石田町まち
ひと・しごと創生総合戦略に沿って定住対策など
人口対策を一歩一歩進めていきたい と基本方針
を説明し、横山副町長が町の財政状況を、布川教
育長が教育方針をそれぞれ説明しました。
その後の質疑応答では、地域の活性化や住みよ
い環境づくりにむけた、活発な意見が交わされて
いました。

平 リーンアップおおいしだ大作戦が 月 日
（日）の早朝、町民約 人が参加して、最

上川、丹生川などの河川敷で行われました。これ
は大石田町地区衛生組織連合会が実施しているも
ので、参加者はペットボトルや空き缶、ビニール
などの流れ着いたごみを拾い上げていました。中
にはタイヤなどの粗大ゴミも見受けられ、およそ
時間半の清掃の間に集められたごみの量はボラ
ンティア袋 袋、 にのぼりました。

ク

日本大震災で被災した方が暮らす仮設住宅
などの住民との交流会が 月 日（土）に行

われました。交流会に参加したのは社会福祉協議
会の田中正信事務局長ほか町内有志で、石巻市竹
浜地区の公民館を訪れて仮設住宅や公営住宅で暮
らす方とふれ合いました。竹浜地区の仮設住宅は
当初 世帯ほどが暮らしていましたが、震災から
年が経過した現在、住民はわずか 名となって
います。交流会では町から参加したメンバーが手
打ちそばを振る舞い、会食を楽しみました。田中
局長は 毎年この地区には福祉ボランティアいこ
いの会のメンバーが訪れ、芋煮会を行っています
が、今回は少人数ならではのきめ細かい交流がで
きました。引き続き交流を続けたい と話してい
ました。

東 イカオーナー会の定植イベントが 月 日
（水）に深堀ふれあい農園で行われ、県内外

から大勢の家族連れが訪れて、土とふれあいました。
イベントには宮城県や東京都など遠方からも多
くの方が訪れ、例年の 倍、約 名の方が参加
しました。定植作業では参加者が自分の苗を受け
取って次々に畑に入り、スイカを管理する芳賀哲
雄さんの説明を聞きながら、苗をていねいに植え
付けていました。植え付けた苗は 祭りばやしイ
レブン という品種で、糖度が高く身がしっかり
しているのが特徴。スイカはこのあと、寒暖差の
大きい大石田町の気候によって、甘くおいしく成
長します。 月下旬には大きく成長したスイカを
収穫する 収穫イベント が行われる予定です。

ス

国的に珍しいギフチョウとヒメギフチョウの混生
地となっている川前地区で、地区住民らによるチ

ョウの産卵数調査が 月 日（水）に行われました。同地
区では ギフチョウ ヒメギフチョウを保護する会（齋藤
忠雄会長）を組織し、生息地域の下草刈りや愛護看板の
設置など 年間にわたって保護活動を続けています。産
卵数の調査も活動の一環として毎年この時期に町教育委
員会と合同で行っているもので、今年は地区住民など
名が調査を行いました。参加者はギフチョウ・ヒメギフ
チョウの卵が産みつけられるコシノカンアオイとトウゴ
クサイシンの葉をめくり、産みつけられた卵の数を記録
していました。調査の結果今年の産卵数は平年を上回っ
ていて、良好な環境が保たれていることが確認されまし
た。齋藤会長は 安定した産卵が確認できてほっとして
いる。これからも下草刈などを続け地区の自然を守りた
い と話していました。

全



大石田町、尾花沢市の人口は減少していますが、右のグ
ラフの通り、ごみの量はほとんど変わっていません。また、
ごみ焼却施設は老朽化が進み、安定的な稼動のため補修工
事の費用が増大しています。ごみ処理にかかる経費は平成

年には年間平均約 万円でしたが、平成 年に
は約 億 万円に増加しています。
このようなことから、ごみ処理経費負担の公平性を確保

するため、下記のようにごみ処理料金を改定することにな
りました。皆さまのご理解ご協力をお願いいたします。

平成 年 月 日までは移行期間として従来の
袋も使用できます。平成 年 月 日からは改定
後のごみ袋のみ使用できます。

出し方 指定ごみ袋証紙は 緑 に入れて出してください。
袋からはみ出していても構いません。蛍光灯及び電球型蛍光ランプは割らずに出してください。
割れたものについては、新聞紙等に包んで出してください。

回収されたペットボトルはリサイクルしていますが、キャップやラベルがついていたり汚れていたりす
ると、リサイクル効率が低下します。リサイクルの取り組みを進めるため、ペットボトルのキャップとラ
ベルは外して出してください。（キャップとラベルは燃やせるごみへ）



診療時間 午前 時 分 午後 時

都合により日程が変わる場合がありますので、
事前にお問い合わせください。

月 日現在）

平成 年 月 日 月 日）

月 日現在）

平成 年 月 日 月 日）

発生件数 件（ 件）
負傷者数 人（ 人）
死亡者数 人（ 人）
（ ）は前年比

第 回大石田町議会定例会招集
交通安全母の会総会 午後 時 分 役場大会議室
壮年ソフトボール大会 午前 時
下河原運動公園ほか
母子健康手帳交付・健康相談 午後 時 分
役場相談室
年金相談 午前 時 午後 時 役場 会議室
新庄年金事務所へ事前予約が必要です。

トムソーヤの冒険イン最上川 午前 時
川端発 川前着
大石田町自衛隊家族会総会 午後 時
あったまりランド深堀
心配ごと相談 午後 時 分 午後 時
老人いこいの家
行政相談 午後 時 分 午後 時 分
老人いこいの家
首都圏大石田会総会・親睦のつどい 午前 時
東京都
消防操法伝達講習会 午後 時 すいか選果場
母子健康手帳交付・健康相談 午後 時 分
役場相談室
農業者年金連絡協議会役員会 午後 時 分
役場大会議室
農業者年金連絡協議会総会 午後 時
役場大会議室
農業委員会総会 午後 時 役場大会議室


